
 資料 1 

１ 経緯・根拠  

・2024 年 3 月に感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づき、愛

知県感染症予防計画（以下「予防計画」という。）を改定した。 

・同法第 10 条の２の規定等に基づき、愛知県感染症対策連携協議会において予防計画の

実施状況等の共有を行う。 

 

 

２ 評価方法について 

 ・予防計画の項目ごとの取組状況等に対して評価調書を作成【資料２－１】 

・目標値に対する達成状況については、別に評価調書を作成【資料３】 

・下表の基準により判定を行い、判定に対しての理由を記載し今後の取組方針を決定。 

 

〇 予防計画の項目に対する判定基準【資料２－１】 

判定区分 判定基準 

〇 全体的に順調 

△ 一部に努力を要する 

× 全体的に努力を要する 

   ※当該年度に評価しない場合は「－」とする。 

 

〇 目標値に対する判定基準【資料３】 

判定区分 判定基準 

Ａ 達成率９０％以上 

Ｂ 達成率８０％以上９０％未満 

Ｃ 達成率６０％以上８０％未満 

Ｄ 達成率６０％未満 

  

愛知県感染症予防計画の評価について 

＜愛知県感染症予防計画＞ 

第１ 愛知県感染症予防計画の基本理念 

３ 感染症の予防及び対策の推進の基本的な方向 

（２）事前対応型行政の構築及び予防計画の推進体制 

   （略） 

また、県は、（略）愛知県感染症対策連携協議会を通じ、予防計画について協議を行うとともに、予防計画に 

基づく取組状況を毎年報告し、進捗確認を行うことで、平時より（略）感染症の発生及びまん延を防止して 

いくための取組を関係者が一体となってＰＤＣＡサイクルに基づく改善を図り、実施状況について検証する。 

＜感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律＞ 

第十条の二  

２ 都道府県連携協議会は、その構成員が相互の連絡を図ることにより、都道府県及び保健所設置市等が定めた予防

計画の実施状況及びその実施に有用な情報を共有し、その構成員の連携の緊密化を図るものとする。 


